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 学校と保護者・地域の皆さんが互いに連携し，信頼を深め，一体となって学校運営の改善

や子どもの健全育成に取り組むことをねらいとし，平成 20 年度から全小・中学校（※）に

学校づくり協力者会議を設置し，平成 21年度からは，全幼稚園に設置しています。 

 

 

 

① 学校づくり協力者会議での意見

を改善活動に反映した（または

その予定）学校数 

② 学校づくり協力者会議からの意

見から保護者・地域住民による

学校支援に結びついた活動があ

る（またはその予定）学校数 

（※平成 22年 2月 市教育委員会「保護者・地域との協働の推進」に係る調査より） 

① 学校づくり協力者会議での意見を学校の改善活動に反映した事例 

幼）基本的な生活習慣の定着を図ることについて，幼稚園の取組としてもっと推進していく必要

があるとの意見をもらい，その後の活動に力を入れた。 

小）地域のボランティアの方による指導を受けたとき，「聞く姿勢が身についていないと感じる場

面があり，聞く姿勢が学習や生活の基本である。重点的に指導してほしい。」という意見があ

った。主に学習場面で意識的に指導することを教職員間で確認して取り組んだ。 

中）中学生は地域防災の重要な担い手であるとの意見から，保護者や地域の防災担当住民も入っ

て DIG(災害図上訓練)を実施した。 

② 学校づくり協力者会議の意見から保護者・地域住民による学校支援に結びついた事例 

幼）体力づくりにかかわって，竹を使っての遊具を作ってもらい，活用した。 

小）「きっかけがあれば学校に協力したいと思っている人はいるはず」との指摘を受け，実習授業

の多い家庭科において学習支援ボランティアを保護者に呼びかけた。その後の授業では，複

数の支援者がいる風景が当たり前となり，個別支援で大きな手助けをいただけている。 

中）生徒指導上の課題について明らかにし，民生委員や保護司の方々が地域で見守りや，普段の

授業も参観していただいた。 

○ 学校づくり協力者会議からの意見を学校が改善活動に反映させることで，委員の皆さ

んの学校への信頼感が高まっています。 

○ 学校づくり協力者会議に自治会長・民生委員等の地域の方々が入っていることで，委

員を介して学校の取組が地域に情報提供され，協力的な雰囲気ができてきています。特

に小学校では，委員が教育活動の理解者として学校を支援し，地域に学ぶ・地域とつな

がる教育活動が実施されている学校が多くなってきています。 

 

 

 

○ 今後も学校と保護者・地域との協働が一層推進されるよう研修会等により，教職員の意

識改革と保護者・地域の皆さんの「協力から協働へ」，「協働から参画へ」といった意識の

高揚に努めます。 

重点12 保護者・地域との協働の推進   ２ 学校づくり協力者会議 

ね ら い 

現状と課題 

 

今後の方向性 

※コミュニティスクール運営推進校３校を除く 
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学校づくり協力者会議について 

 

○ 委員について（四日市市学校づくり協力者会議設置要綱より） 

・会議の委員は，小・中学校は5人以上，幼稚園は3人以上をもって組織する。 

・委員は，次に掲げる者のうちから学校長の推薦に基づき，教育委員会が委嘱し，又は任命する。 

 

 

 

委員の人数             1校あたりの委員の人数 

 

 

 

 

 

 

委員の内訳 

（※複数の役職をお持ちの方もおり，委員の内訳の合計数とのべ人数は一致しません。） 

ＰＴＡ 

関係者 

自治会等 

関係者 

社会福祉 

関係者 

社会教育 

関係者 

学識 

経験者 
保護司 

ボランティ

ア関係者 
その他 

１２８ ９０ １２４ ３６ ５８ １５ １８ １１ 

 ・ 自治会等の関係者････自治会，地区の役員 等 

 ・ 社会福祉関係者････社会福祉協議会職員，民生委員，児童委員 等 

 ・ 社会教育団体関係者････青少協，人権協，青少年相談員，少年団の役員 等 

・ 学識経験者････元教育長，元校長，元教職員 等 

・ ボランティア関係者････地域ボランティア，学校支援ボランティア，子ども見守り隊 等 

 ・ その他････学校医，警察協助員，市民センター館長，地域マネージャー 等 

 

○ 会議の進め方について 

・ 原則，学期に 1 回は開催するとしていますが，2 学期には日程調整の都合上，会議の開催ができ

なかった学校においても，委員の皆さんには，機会あるごとに学校参観していただいています。

また，委員の皆さんの学校への理解を深めていただくため，学校だより等を配布し，情報提供に

努めている学校も多くなってきています。（P.84 重点 13「学校の情報公開の推進」参照） 

・ 管理職だけでなく，担当の教職員がこの会議に出席している学校・園もあります。 

（小学校８校・中学校４校・幼稚園４園） 

 

 ○ 委員研修会の概要について 

（１）日  時  平成２１年６月２７日（土）９時４０分～１１時４５分 

（２）場  所  四日市市立勤労者総合福祉センター 多目的ホール 

（３）参加人数  ２０４名  

（４）主な内容  

・ 本市における学校教育の現状と課題について 

・ 本市における開かれた学校づくりの推進について 

・ 講演「『しろうと』の声が学校をよくする」            

三重大学教育学部教授 森脇 健夫 先生 

当該学校の学校評議員・ 当該学校区の地域の住民・ 当該学校に在籍する児童又は生徒の保護者 

当該学校に属さない教職員・学識経験者・その他教育委員会が必要と認めた者 

 

のべ人数 
男女別人数 

男 女 

４４９人 
280人

（62％） 

169人

（38％） 

 

 ５人 ６～９人 10人以上 平均 

中学校 ８校 １２校 １校 ６.６人 

小学校 ２２校 １４校 ２校 ５.９人 

 ３人 ４人 ５人 平均 

幼稚園 １６園 ４園 ４園 ３．５人 

 


